
                                                             【令和３年度版】 

1 

 

令和 3 年 6 月 28 日（月） 

【令和 3 年度】⽊造住宅耐震診断⼠派遣事業 説明会資料  
 

〜耐震診断の⼿法の変更について〜 
 

 

１．経緯  
「一般診断法による診断プログラム Wee2012（Ver.1.0.0）」 
のバージョンアップ版（Ver.2.0.0）が発⾏された（令和 3 年 5 月） 
 
【追加点】 精算法の自動計算が可能になった 

 
 



                                                             【令和３年度版】 

2 

 

２．診断⼿法の変更点 
 

 【変更】 計算に用いる地域係数 Z を 1.0→0.9（一般診断、精算法とも） 
 
【理由】 従来︓一般診断の場合（Z=0.9）と精算法で検討する場合（Z=1.0）

に、地域係数の⼊⼒変更のために生じる診断者ごとの結果標記の違
いなどの錯誤防止のため、計算手順を統一（Z=1.0）した。 

 
変更後︓一般診断、精算法とも自動計算が可能になったため、地域係数の

⼊⼒変更が不要。 
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 ３．変更点の具体的内容と対応について  
  
  計算に用いる地域係数 Z を 1.0→0.9 で統一（一般診断、精算法とも） 

①Wee の計算では Z=0.9 の⼊⼒で統一 
   ②判定結果の総合判定 Iw は 

従来 診断及び補強計画とも 
（ア）一般診断法は地域係数 0.9 で判断  
（イ）精算法適用は地域係数 1.0 で判断   

     変更後 診断及び補強計画とも 
     （ア）一般診断法は地域係数 0.9 で判断  
     （イ）精算法適用は地域係数 0.9 で判断 

③『⽊造住宅耐震診断概要及び補強計画書』（エクセル︓診断概要及び補強計画（E）の変更 
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Z：地域係数（Z=0.9） 積雪　旧酒田市1.0ｍ　旧八幡町・旧平田町・旧松山町1.5ｍ

診断結果　１ ① 積雪 1.0 ｍ ② 無積雪 1.0 ｍ

（一般耐震診断法） Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

　 Ｙ方向 点 Ｙ方向 点

Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

Ｙ方向 点 Ｙ方向 点

補正　　　１ ③ 積雪 1.0 ｍ ④ 無積雪 1.0 ｍ

（精算法による補正） Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

※基本積雪時のみとする。

①〈 ②の場合は④不要
Ｙ方向 点 Ｙ方向 点

Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

Ｙ方向 点 Ｙ方向 点

診断結果　2 ⑤ 積雪 1.0 ｍ ⑥ 無積雪 1.0 ｍ

（一般耐震診断法） Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

※基本積雪時のみとする。 Ｙ方向 点 Ｙ方向 点

Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

Ｙ方向 点 Ｙ方向 点

補正　　 ２　 ⑦ 積雪 1.0 ｍ ⑧ 無積雪 1.0 ｍ

（精算法による補正） Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

※基本積雪時のみとする。 Ｙ方向 点 Ｙ方向 点

Ｘ方向 点 Ｘ方向 点

Ｙ方向 点 Ｙ方向 点
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『⽊造住宅耐震診断概要及び補強計画書』 

地震地域係数 Z=0.9 に統一 

総合判定 Iw は一般診断法、精算法とも Z=0.9 で判断 
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4．書籍の購入について 
一般社団法人 日本建築防災協会 ホームページ   
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旧プログラム購⼊者はこちらを購⼊する 
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参考 精算法を適用する建物 
Rf1 値 （２階床⾯積の⽐率）︓２階床⾯積／１階床⾯積 
◆建物形状による区分なし 
（必須）  ①２階／１階（Rf1=0.5）以下の場合実施 
（任意）  ②形状不整型な場合、その他設計者判断 

 
   ◆建物形状による区分あり（積雪量別にかかわらず） 
   （必須）  ①２階の短辺が４ｍ未満の場合 

→２階／１階＝0.3（Rf1 値）以下の場合 
※0.3（Rf1 値）を超える場合は不要（数値変動が⼩さい）   

          ②２階の短辺が４ｍ以上の場合 
→２階／１階＝0.5（Rf1 値）以下の場合      

（任意）  ③形状不整型な場合、その他設計者判断 


